
国土強靱化 民間の取組事例 044  サプライチェーンの維持 

自分を守る！ ▶サプライチェーンの維持 08物流施設の設置、機能強化を行っている例 

044 災害時に物流拠点となる東京・大阪機械工場を再整備 

取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 
株式会社大林組 7010401088742 インフラ関連事業者 

（建設業） 
東京都、 
大阪府 

 株式会社大林組では、災害時における支援・復旧用資機材等の効率的な供給について、本社災害対
策本部の一元管理の元、物流の拠点となる施設に一旦集積し、被災地の要求に応じて配送すること
が有効的と考え、工事用機械の整備・保管・運搬を担う東京機械工場と大阪機械工場を災害時の物
流拠点としている。 

 機械工場の BCP対応設備の拡充として、被災時でも本社災害対策本部と連携した活動ができるよう
に、事務所棟を免震構造としている。非常用通信設備を備え、インフラが途絶えエネルギー供給が
停止しても、自家発電、軽油及びガソリンタンク（各 5,000 リットル）を工場内に整備・備蓄し水
道水や排水貯留槽を設置することで７日間の自立稼働を可能とした。また、車両の燃料を備蓄、緊
急時油脂及び燃料の供給中継を可能としている。なお、東京機械工場建替工事は平成 27 年９月に
完了しており、大阪機械工場建替工事は平成 28年 6月に竣工予定である。 

 


